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2∞7年もスタートし、最近ようやく冬らしくはなつてきましたが、やはりこの冬も暖冬のようです。今年は

私にとって勝負の年となります。皆様には本年も変わらぬご支援のほどお願い申し上げます。

本年も皆様にとつて良い年でありますように。

しんな風目″店″イ7~ノイノ
1.定 菫鋼の費用弁償 (日額旅費)・ ・・議 日が太議会や碁 員会が に出産するだけで_格善吉給

川越市議の場合、川越市から日額2,900円 、埼玉県臓になると埼玉県から日額1万 円以上が支給されま

す。県では自宅から県庁舎までの距離によつて4段階に分かれています。費用弁償などというと分かりづらいの

ですが、早い話「交通費」です。市議会議員なら市内に住んでいるはずで、公共の交通機関を利用すれば交通

費が2,900円 もかかるはずがありません。もちろん、費用弁償については条例と規則でさまざまな議論を経た

上での金額のはずです。しかし、交通費が通常かかるはずのない金額の定額制になつているという事実は「議

員特権Jといわれても仕方がないでしょう。

今費.層日豊自静へa劃 口を求めrZtr/_rιっと思ιつます′

2.臓 員の書臓会等への就任と報■ …・

以前から『議員が付属機関の委員となり、報酬を受け取ることは、報酬の二重取りではないかJという批判が

あります。川越市では、都市計画審議会や環境審臓会、図書館協議会など多くの付属機関がつくられています。

通常、議会に対し審議会委員のポストが割り当てられ、議員は議会からの指名を受ける形で委員に就任します

のでこれは議員としての職務といえます。にもかかわらず審議会の委員などに就任し、議員報酬とは別に報酬

を受け取ることはやはり「報酬の二重取り」であるといえるでしょう。

審議会等では、議員は『有識者』という位置付けで委員に就任しています。しかし、議員がその問題の専門的

な知識をもっていることは稀で、『有識者』としての就任には?がつきます。さらに、そもそも議員には議会という

議論する場が与えられており、行政過程でも更に参加する機会を与えることは、権力分立を阻書することにも

なり得ます。

今由は rr.・への回り当て=こよる萎■指名れ比棚嘘ι410ガ 筐 詰ιιつと考えオナ′

3.行 政視察  ・“宿泊費16.500円/泊とは別に 日当3千円・領収書、報告書の提出義務もなし

上の1,2の流れでいけば行政視察そのものを否定するのかと思われる方もおられるかもしれませんが、そ

うではありません。「百聞は一見に如かず」、まず日で見て、手で触れて、現場で感じることが重要だと私は思つ

ています。しかし、今の川越市の制度にはやはり見直しが必要です。

行政視察とは、議員が調査研究のために他の市町村へ行くことですが、これは議員の仕事以外なにもので

もありません。にもかかわらず、日額30∞円の日当が出ます。さらに、公費で視察に行つたのであれば、当然、

領収書や報告書は出すべきです。会社にお勤めの方ならこれがいかにありえない話なのかお分かりいただけ

ると思います。公費を使いながら報告書も領収書もないのですから、市民はその視察の成果をどこで判断すれ

ばよいのでしょうか。日瞼超塵壼」盪聖豊Ω二趣LEJШ 」LJ霞 Jヒ 凶剛阻趣覇腱回聞陶□圏襲」国L
また、宿泊費はどこに行つても16,5∞円が支給されます。宿泊費の他、昼食代なども入つているとのことです

が 、これ も、卜暉 井申 め f‐卜で _菫 書 色 相 ルす るこル葬童 め て L ■ヽf‐L ルヽ里 L まヽす ^こ うす るこルが

“

金 の 毎 駄

遭いを減らし、議会の透明性を高め、政治への信頼を取り戻すことに彙がっていくのではないでしょうか。


